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(57)【要約】
　画像形成デバイスの素子を形成する方法およびその素
子を開示する。この方法は、第一層および第二層を用意
するステップを含む。この方法はまた、この第一層を第
二層と共に押し出すステップを含み、その第二層はその
第一層のメルトフローよりも少なくとも10％大きいメル
トフローを有する。さらにこの方法は、この第二層の表
面を覆って複数個の光学素子を形成するステップを含む
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成デバイスの素子を形成する方法であって、
　第一層および第二層を用意するステップと、
　前記第一層を前記第二層と共に押し出すステップであって、前記第二層が前記第一層の
メルトフローよりも少なくとも10％大きいメルトフローを有するステップと、
　前記第一層および前記第二層のそれぞれの表面にわたって複数個の光学素子を形成する
ステップと
を含み、前記第一層および前記第二層が実質的に同一の光学的性質を有する方法。
【請求項２】
　前記方法が、前記第二層の上または前記第二層の下に少なくとも第三の層を形成するス
テップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記光学的性質が、屈折率、色、ヘーズ、および光透過率の1つまたは２つ以上である
、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法が、前記第一層および第二層に圧力を加えて前記デバイスの片側に前記複数個
の光学素子を形成するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第二層が前記第一層の前記フローインデックスよりも約200％から約300％大きいメ
ルトフローを有する、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数個の光学素子の少なくとも1つが、周囲媒体に対してそれぞれ約45°に配向し
た第一面および第二面を有する、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記媒体が空気である、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記第一および第二層がほぼ同じ屈折率を有し、かつ前記周囲媒体が前記第一および第
二層の前記屈折率未満の屈折率を有する、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数個の光学素子のそれぞれが、約0.25μｍから約0.75μｍの幅を有する頂部を有
する、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　層全体にわたって前記頂部の前記幅の偏差が、約±0.5μｍの範囲内にある、請求項9に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数個の光学素子のそれぞれが実質的に楔形である、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記層が光方向変換層である、請求項10に記載の方法。
【請求項１３】
　前記画像形成デバイスが液晶ディスプレイデバイスである、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数個の光学素子のそれぞれが、少なくとも1個の湾曲面とリッジとを有する、請
求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第二層が、約60 g／10分から約90 g／10分のメルトフローを有する、請求項5に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記第一層が、約5 g／10分から約55 g／10分のメルトフローを有する、請求項5に記載
の方法。
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【請求項１７】
　第一層と、
　前記第一層とほぼ同じ光学的性質を有し、前記第一層のメルトフローよりも少なくとも
10％大きいメルトフローを有する材料を含む第二層と、
　前記第一層の少なくとも一部分および前記第二層の少なくとも一部分からなる複数個の
光学素子と
を含む、光学部品。
【請求項１８】
　前記複数の光学素子が光方向変換素子である、請求項17に記載の光学部品。
【請求項１９】
　前記光学的性質が、屈折率、色、ヘーズ、および光透過率の1つまたは２つ以上である
、請求項17に記載の光学部品。
【請求項２０】
　前記第二層の上または前記第二層の下に少なくとも第三の層をさらに含む、請求項17に
記載の光学部品。
【請求項２１】
　前記第二層が前記第一層の前記フローインデックスよりも約200％から約300％大きいメ
ルトフローを有する、請求項17に記載の光学部品。
【請求項２２】
　前記光学的性質が、屈折率、色、ヘーズ、および光透過率の1つまたは２つ以上である
、請求項17に記載の光学部品。
【請求項２３】
　前記光学素子の少なくとも1つが、周囲媒体に対してそれぞれ約45°に配向した第一面
および第二面を含む、請求項17に記載の光学部品。
【請求項２４】
　前記第一および第二面の間の内角が約90°である、請求項23に記載の光学部品。
【請求項２５】
　前記光学素子のそれぞれが、約0.25μｍから約0.75μｍの幅を有する頂部を有する、請
求項17に記載の光学部品。
【請求項２６】
　層全体にわたって前記頂部の前記幅の偏差が、約±0.5μｍの範囲内にある、請求項25
に記載の光学部品。
【請求項２７】
　前記光学素子のそれぞれが、かなり湾曲したリッジを含む、請求項18に記載の光学部品
。
【請求項２８】
　前記リッジが楕円弧を形成する、請求項27に記載の光学部品。
【請求項２９】
　前記第一層が第一の厚さを有し、かつ前記第二層が前記第一の厚さよりも実質的に薄い
第二の厚さを有する、請求項17に記載の光学部品。
【請求項３０】
　前記第二の厚さが、大きくても前記光学素子の平均高さの10％である、請求項29に記載
の光学部品。
【請求項３１】
　前記第一層が第一の材料でできており、また前記第二層が第二の材料でできている、請
求項17に記載の光学部品。
【請求項３２】
　前記第二層が、約60 g／10分から約90 g／10分のメルトフローを有する、請求項17に記
載の光学部品。
【請求項３３】
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　前記第一層が、約5 g／10分から約55 g／10分のメルトフローインデックスを有する、
請求項17に記載の光学部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　記述する実施形態は、一般にはイメージングシステムの素子に関し、より詳細にはライ
トバルブ画像形成デバイスの光効率を向上させる成分に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ライトバルブは、種々様々なディスプレイ技術において実用化されている。例えばディ
スプレイパネルは、若干の用途を挙げただけでもテレビジョン、コンピュータ用モニター
、販売時点管理表示、携帯情報端末、および電子シネマなどの多くの用途で人気が増して
いる。
【０００３】
　多くのライトバルブは液晶（LC）技術に基づいている。LC技術の幾つかはLCデバイス（
パネル）を通る光の透過が端緒となり、他の技術はパネルの遠距離表面で反射された後、
光が２度パネルを通過することが端緒となる。
【０００４】
　LC材料を用いて液晶分子の軸を選択的に回転させる。よく知られているようにLCパネル
の両端間に電圧を印加することによってLC分子の方向を制御することができ、また反射光
の偏光の状態を選択的に変えることができる。したがって整列したトランジスタの選択的
スイッチングによって、LC媒質を画像情報で光を変調するために用いることができる。こ
の変調を用いて幾つかの画素（ピクセル）では暗状態の光を、また他の画素では明状態の
光を提供することができ、そこでは偏光状態が光の状態を左右する。その結果、LCパネル
による選択的な偏光変換と、画像または「映像」を形成する光学部品とによって、画像が
スクリーン上に生じる。
【０００５】
　多くのLCDシステムでは光源からの光は、LC層上に入射する前に特定の向きに選択的に
偏光される。ある種の方法でLC層に選択的に電圧を印加してその材料の分子を配向させる
ことができる。LC層上に入射する偏光は、次いでそのLC層を通過するときに選択的に変え
られる。ある直線偏光状態の光は、偏光子（しばしば検光子と呼ばれる）により明状態の
光として透過され、一方、直交偏光状態の光は、検光子により暗状態の光として反射され
るか、または吸収される。
【０００６】
　LCDデバイスは、ディスプレイおよびマイクロディスプレイの用途で広く普及するよう
になりつつあるが、既知のデバイス、それらの成分、および製造方法に関連した幾つかの
欠点がある。例えば、既知の構造では最終結像面への光の透過効率はかなり劣り、不満足
な画質をもたらす。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって必要とされているものは、少なくとも上記の既知の装置の短所を克服する方
法および装置である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ある例示的実施形態によれば画像形成デバイスの素子を形成する方法は、第一層および
第二層を用意するステップを含む。この方法はまた、第一層を第二層と共に押し出すステ
ップを含み、第二層は第一層のメルトフローよりも少なくとも10％大きいメルトフローを
有する。さらにこの方法は、第一および第二層のそれぞれの表面にわたって複数個の光学
素子を形成するステップを含む。これに加えて第一および第二層は実質的に同一の光学的



(5) JP 2008-504143 A 2008.2.14

10

20

30

40

50

性質を有する。
【０００９】
　ある例示的実施形態によれば光学部品は第一層および第二層を含む。第一層および第二
層は、実質的に同一の光学的性質を有する。その素子は、少なくとも第一層の一部分およ
び少なくとも第二層の一部分からなる複数個の光学素子を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
用語の定義
　それらの通常の意味に加えて、また本明細書中で記述する実施形態例の文脈において下
記の用語群を定義する。ここに示すこれらの用語はそれらの通常の意味を補完または補足
することのみを意図しており、したがって限定するものではないことを強調しておく。
　1．本明細書中で用いられる「透明」は、その材料内での著しい散乱または吸収なしに
放射線を通過させる能力を含む。例示的実施形態によれば「透明な」材料は90％を超える
分光透過率を有する材料と定義される。
　2．本明細書中で用いられる用語「光」は、可視光線を意味する。
　3．本明細書中で用いられる用語「高分子膜」は、ポリマーを含む膜を意味し、また本
明細書中で用いられる用語「ポリマー」は、ホモポリマー、コポリマー、およびポリマー
ブレンドを意味する。
　4．本明細書中で用いられる用語「光学利得」、「軸上利得」、または「利得」は、所
与の方向（この方向はしばしば膜の平面に垂直である）における出力光の強度を入力光の
強度で除した比を意味する。すなわち光学利得、軸上利得、および利得は、方向転換膜の
効率の尺度として用いられ、光方向変換膜の性能を比較するために利用することができる
。
　5．本明細書中で用いられる用語「曲面」とは、少なくとも１つの平面内で曲線性を有
する膜上の三次元的機構を指す。
　6．本明細書中で用いられる用語「楔形の機構」とは、１つまたは複数の傾斜面を備え
た素子を指し、これらの面は平面および曲面の組合せであってもよい。
　7．本明細書中で用いられる用語「光学フィルム」は、透過入射光の性質を変える比較
的薄いポリマーのフィルムを指す。例えば、ある実施形態例の方向変換光学フィルムは、
1.0を超える光学利得（出力／入力）を提供する。
　この引用される用語法は、各用語の普通の意味の補完および補足のために挙げられてお
り、これら引用される用語の１つまたは複数によって記述される機構を含むいずれの実施
形態例をも決して限定するものでないことを再度強調しておく。
【００１１】
　本発明は、添付図面と一緒に読んだ場合、次の詳細な記述から最もよく理解される。こ
れら様々な機構は、必ずしも一定の縮尺で描かれていないことを強調しておく。実際、こ
れら相対的な寸法は、考察を明快にするために任意に増減されている場合がある。
【００１２】
　説明のためであって限定のためでない下記の詳細な記述においては、本発明の完全な理
解を可能にするために特定の目的をもつ詳細について開示する実施形態例を述べる。しか
し、本発明を本明細書で開示される特定の目的をもつ詳細からはずれた他の実施形態中で
も実行することができることは、本発明の開示の恩恵を受けた通常の当業熟練者には明ら
かなはずである。さらに、よく知られている装置および方法については、本発明の記述を
分かりにくくしないように省略する場合がある。このような装置および方法は、実施形態
例を実施する場合に明らかに本発明者等が企図する範囲内にある。可能な限りいかなる場
合でも等しい数字は最後まで等しい機構を意味する。
【００１３】
　手短に言えば、本明細書中で実施形態例と関連して述べるように、光方向変換層は第一
層および第二層を有する。この第一層は下側の面を含み、この下側の面は比較的平滑であ
り、その結果、光の散乱による光方向変換フィルムの再循環の妨害があまりない。この第
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一層はまた、それから複数個の光学素子が形成される上側の面を有する。この上面を覆っ
て第二層が配置される。この第二層は、第一層と光学的にほぼ同一だが、物理的には第一
層と異なる特性を有する材料でできている。本発明の記述が進むに従って一層はっきりす
るようになるはずだが、他の利点のなかでもこの第二層は、これら光学素子が成形パター
ンの高度の複製化に加えて、さらにまた幾つかの有利な光学的性質に加えて光方向変換層
の表面の全体にわたってほぼ均一に作製されることを可能にする。
【００１４】
　ある例示的実施形態によれば光学素子を作製する方法は、その第一層を第二層と共押出
するステップを含み、この第一層は第二層のメルトフローよりも少なくとも10パーセント
大きいメルトフローを有する。これら例示の方法は、上面を覆ってより均一に機構を形成
することを可能にし、かつ望ましい形状を有する機構の形成を可能にする。さらにこの第
一層の特性のために、より低い圧力を加えてこの最終の方向転換層の完全な複製化を実現
することができる。他の利点のなかでもこれは最終製品のよりすぐれた均一性および第一
層のより平滑な下側の面を提供する。
【００１５】
　図1は、ある例示的実施形態による押出された多層光方向変換ポリマー層105を含む画像
形成デバイス100を示す。本発明の実施形態例では光源101は光を光ガイド102に結び付け
、光ガイド102は図示のように少なくとも片面を覆って配置される拡散反射層103を含む。
光源101は、一般には冷陰極蛍光灯（CCFB）、超高圧（UHP）ガスランプ、発光ダイオード
（LED）アレー、または有機LEDアレーである。これは単に例示的なものであり、ディスプ
レイデバイスにおいて光を与えるのに適した他の光源を用いることができることを指摘し
ておく。
【００１６】
　光ガイド102からの光は、任意選択のディフューザー104に伝送される。このディフュー
ザー104は、有利には表示面（図示せず）全体にわたってより均一な照度を与えてその光
を拡散し、時に光ガイド上に跡を付けまたは光ガイド中へ浮き出させるあらゆる機構を隠
し、またモアレ干渉を低減させるように働く。本明細書でさらに詳細に記述するようにこ
の光は拡散層104を通過した後、光方向変換ポリマー層105に入射し、そのフィルムに入る
光と比較してより細い円錐形として出てくる。光方向変換ポリマー層105は、例示的には
このようにLCパネル106により近い面上でそれら個々の光学素子の向きを定められる。
【００１７】
　光方向変換ポリマー層105とLCパネル106の間には別のディフューザーまたは反射偏光子
などの他のデバイスを配置することができる（図示せず）。さらに別の偏光子（しばしば
検光子と呼ばれる）をLCディスプレイ100の構造中に内蔵することができる。ディスプレ
イデバイス100の多くはLCディスプレイの業界の通常の熟練者にはよく知られているので
、実施形態例の説明を分かりにくくしないように多くの細部を省略する。
【００１８】
　図2aは、ある実施形態例によれば光方向変換ポリマー層（例えば層105）の上面に配置
されることになる光学素子201の斜視図である。もちろんこれは光方向変換ポリマー層105
の複数個の同様の素子の1つに過ぎない。本発明の実施形態例では素子201は、曲面202と
平面203を有する湾曲した楔形の形状である。曲面202は、1軸、2軸、または3軸の曲率を
有することができ、本明細書中でより完全に記述するように1または２以上の方向に光の
向きを変える役割を果たす。2つの面202および203は、リッジ204で合流する。例示的には
リッジ204は、素子201の面202および203が合流するところで形成される直線状の頂部であ
る。
【００１９】
　光学素子201のこの形状は単に例示的なものに過ぎないこと、またこの湾曲した楔形の
形状とは違う様々な形状の素子を用いることができることを指摘しておく。有利な図2aの
形状とは異なる形状を有する素子には、幾つかの例示的実施形態に関して述べるようにそ
の他の方法では失われるはずの光の向きを変え、また光を再循環させるための頂部と側面
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202、203との有用な様相が挙げられる。もちろん少ない踊り場および実質的な均一性を有
する構造を実現するためには本明細書中で述べるスキン層を設けることが役立つ。
【００２０】
　図2bは、図2aの線2b－2bの断面における素子201を示す。本明細書中でさらに詳細に述
べるように、素子201は第一層205と、それを覆って配置される少なくとも第二の層とから
なる。第一層205は、この層が置かれる媒体（例えば空気）に対して相対的に高い屈折率
を有する材料でできている。この相対的に高い屈折率は、光を屈折させて視準または再循
環させるときに有利である。素子201は、側面207およびリッジ204を含む。もちろん第一
層を覆って配置されている第二層206もまた、実質的に同じ表面を有する。ある例示的実
施形態によれば第二層206は、第一層205の材料と光学的に実質的に同一の材料でできてい
る。しかしながら、また本明細書中でさらに詳細に述べるように第二層206の幾つかの物
理的性質は、第一層205の性質とかなり異なっている。例えば第一層205および第二層206
は、ほぼ同様の屈折率nrを有する材料でできており、それぞれが最低で単位厚さ当たり透
過率85％の光透過率を有し、またそれぞれが似た呈色およびヘーズ特性を有する。
【００２１】
　結局、この特性の組合せが、望ましくない反射が事実上ない、或る層から次の層への光
学的遷移を助長し、複製の均一性および光学的特性の改良をもたらす。
【００２２】
　本明細書中でさらに詳細に述べるように、第一層205はポリカーボネート層であり、第
二層は第一層と実質的に同じ幾つかの光学的性質を有するポリカーボネート層である。こ
の例示的実施形態では第二層は約2μｍから約100マイクロメートルの厚さを有し、かつ第
一層は約10μｍから約200マイクロメートルの厚さを有する。幾つかの実施形態では第二
層は、最高で、光学素子の平均高さの約10％の厚さを有する。
【００２３】
　面202および203は、空気または別のフィルム（図示せず）であることができる周囲の媒
体と有利には約45°のインターフェイスを備える。もちろんこれは必須ではなく、そのイ
ンターフェイスは45°以外であってもよいことを指摘しておく。さらにこの素子の機構は
、その機構の最高点（頂部）で90°の内角を示す断面を有することが有利である。ランド
（点とは対照的なものとしての）が最高点である（例えば図2bに示す）可能性の高いケー
スではこの内角は側面207の投影の交点で測定されることを指摘しておく。
【００２４】
　ある例示的実施形態では、90度のピーク角度がその光方向変換フィルムの最高の軸上輝
度を生ずるので有利である。約88°から92°の角度が同様の結果を生み、軸上輝度の損失
がほとんど乃至まったくない状態で使用することができることを指摘しておく。さらにこ
の頂部の角度が約85°未満または約95°を超える場合、その光方向変換フィルムの軸上輝
度は低下する。
【００２５】
　上記でほのめかしたとおり素子201のこの構造の1つの利点は、それが側面202および203
に対して比較的低い入射角を有する光を実質上視準し、かつ比較的高い入射角を有する光
を再循環することができることにある。この目的のために、比較的高い角度で側面203に
入射するランダムに偏光した光208が側面203の方へ屈折され、視準のより高い状態でLCパ
ネル106にもたらされる。しかし比較的低い入射角を有する光209は反射され、最終的に光
ガイド103の方へ戻される。結局、この光209の一部は素子101またはその拡散レフレクタ1
03上に再び入射することになり、次いで拡散しランダムに偏光した光として再循環するこ
とができる。この偏光した光は、光方向変換フィルムを出る光が当該光方向変換フィルム
に入る光よりも細い円錐形の状態で出るように画像形成デバイス100の効率、したがって
性能を改善する。容易に理解できるように素子201がなかったなら、光209はその比較的低
い入射角のせいでLCディスプレイを軸上で見ることに利することにはならなかったはずで
ある。すなわち光209は、図示のように反射されなかった場合、LCパネル106またはイメー
ジングディスプレイの他の素子の受光部のかなり外にあるはずである。この光の損失は、
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光源101から結像面（図示せず）までの光効率に有害な影響を与えることになる。結局、
これは、特に軸上近くで見る場合、画質に悪影響を与えることになる。
【００２６】
　素子201の側面202および203のこの幾何形状関係の有利な特徴に加えて頂部204の幅また
はランド210はまた、光源101からLCパネル106へ伝送される光の効率にも強い影響を与え
、したがってイメージングシステムによってもたらされる画質に影響を及ぼす。この目的
のためには頂部の幅210は、理想的には2つの側面202および203が集合することによって形
成される点である。しかし製造上の制約がしばしば真の点を妨げる。どちらかと言えば平
坦または丸みのあるランド210が生ずる可能性がある。このようなランドは、実質的には
その上に入射する光に及ぼす何ら強い光学的影響はない。例えば、ランド210では光の出
力不足のせいで光211が失われる。したがって幅210をできるだけ小さくすることが有利で
ある。少し違った言い方をすれば素子201の表面積への頂部204の寄与をできるだけ少なく
することが有利である。頂部に由来する表面積の部分が大きいほど、素子201は膜の平面
に対して法線方向へ光の向きを変える点で効果がより少ない。
【００２７】
　さらに複数個の素子からなる層全体にわたって幅210の大きさの均等性をある一定の偏
差未満に維持することが役に立つ。この均等性は、約0.75μｍを超える差を検知するヒト
の目の特別すぐれた能力の故に画質にとって有利である。ある例示的実施形態によればこ
の幅またはランド210は、複数個の素子からなる層全体にわたって約0.25μｍから約0.75
μｍの大きさと、偏差約±0.5μｍとを有する。示したこれら寸法は単に例示的なものに
過ぎないことを指摘しておく。例えば幅210は約0.20μｍであっても、これより小さくな
ければよい。さらに幅210は0.75μｍを超えてもよいが、その幅は3.0μｍに近づくにつれ
て素子201の軸上輝度の光学的性質はかなり失われる。最後に、素子201の構造は、図2bに
示したものよりももっと丸みのあるリッジおよびあまり明確でない交点を含む場合がある
ことを指摘しておく。最適にはこの構造はできるだけ小さな幅210を有する。
【００２８】
　図3は、ある実施形態例による方向転換層300の一部分の斜視図である。方向転換層300
は、図2aおよび2bの実施形態例に関連して述べた複数個の素子201を含む。これら素子は
、第一層205および第二層206から形成される。すなわち方向転換層300は、第一層から形
成される基板および複数個の素子201と、第二層206から形成されるスキン層とを有する。
本明細書中で詳細に述べるようにスキン層は、層300の一つの面302全体にわたっての幅21
0および面202、203の均一性を有する複数個の素子201の作製、ならびに平滑で、かつ層30
2の反対側にある別の面301の作製を可能にする。
【００２９】
　図2a～3の実施形態例において素子201は、湾曲した楔形の形状の素子であり、ランダム
に配置されかつ互いに平行である。これによりリッジ群204は同じ方向にほぼ整列される
。この目的ではその層が光をほぼ一方向（例えば像平面の軸）に視準するようにそれらリ
ッジをほぼ整列させ、それによってある例示的実施形態の液晶バックライト構造中でより
高い軸上利得を作り出すことが有利である。別法では面202、203はある特定の曲率を有す
る。この曲率は層300の平面内にあるか、層300の平面に垂直であるか、またはこの両方で
あることができる。したがってこれら素子が二方向以上で視準することができるような膜
平面内の曲率を有する素子201を有することが役に立つ。
【００３０】
　容易に分かるように、リッジ204の隆起の曲率は、円または楕円の一部などの楕円弧を
形成する。その曲率半径は、実例としては円の部分である。曲率半径は、どの程度の光が
それぞれの方向で屈折されるか、また層300がどの程度のモアレおよび軸上輝度を与える
ことになるかを決定する。これに加えて光方向変換層300上の楔形の形状の素子201は、モ
アレ干渉模様がLCDパネルを通り抜けて目で見えることのないように、画素または他の反
復要素の寸法、ピッチ、または角度方位に関して変えられるピッチまたは角度方位を有す
る。
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【００３１】
　ある例示的実施形態では光学素子201は、液晶ディスプレイの画素間隔に対するいかな
る干渉も減少または顕著に除去するように互いにランダムに向きを定める。この「ランダ
ム化」には、光学素子のサイズ、形状、位置、深さ、角度、または密度を含めることがで
きる。これは、モアレおよび同様の作用を阻止するためのディフューザー層の必要性をな
くす。また個々の光学素子の少なくとも幾つかはフィルムの出口面全体にわたってグルー
プとして配列することができ、それらグループのそれぞれの中の光学素子の少なくとも幾
つかは、任意の個々の光学素子に対する機械加工の許容誤差よりすぐれた平均特性値を得
るように、また液晶ディスプレイの画素間隔に対するモアレおよび干渉作用を阻止するよ
うに、膜全体にわたって多様なそれらグループのそれぞれについて平均のサイズまたは形
状の特徴を集団的に作り出す異なるサイズまたは形状の特徴を有する。さらに個々の光学
素子の少なくとも幾つかは、2つの異なる軸に沿って光に新たな向きを与える／方向を変
えるように膜の能力をカスタマイズするためにそれぞれに関して異なる角度で向きを定め
ることができる。
【００３２】
　図4は、ある実施形態例による光方向変換層を形成するために用いた装置400の断面の略
図である。装置400は、第一材料402および第二材料403を押し出すニップ401を含む。第一
材料402がニップ401の一方の側にあり、第二材料403がもう一方の側にある。共押出され
た層402および403は、次いで第一ローラ405および第二ローラ406により圧力をかけられる
。第一ローラ405は第一層402と接触しており、前述の層300のほぼ平滑な面301を形成する
。第二ローラ406は、この例示的実施形態の複数の素子201のパターンを形成する形模様付
きの面（図示せず））を有する。ローラ405、406を通過した後、層407が形成される。こ
の層407はこの例示的実施形態の層300の諸機構を含み、光方向変換層として用いることが
できる。
【００３３】
　第一層402は、実例としては製造の視点と光学的性能の両方から様々な望ましい特性を
有する材料である。例えば第一層402は、ほぼ透明であり、UV安定性を備え、ディスプレ
イ用途用の許容しうる硬さを有し、比較的高い機械的弾性率を有し、また単層または多層
に押出することができる。さらに第一層402は、第二層403の光学的性質とほぼ同じ上記の
ような光学的性質を有する材料でできている。
【００３４】
　ある例示的実施形態では第一層402は、高い光透過値を有し（すなわち透明であり）、
かつ耐久性のあるポリカーボネート材料である。ポリカーボネートのこの耐久性は、ある
例示的実施形態の光方向変換層をUV硬化ポリアクリレートなどのもっと脆く堅い材料から
作られる既知の光方向変換フィルムよりも表面の引っ掻き傷をつきにくくする。ポリカー
ボネートは様々な用途向けの品種が入手可能であり、その幾つかは高い耐熱性、すぐれた
寸法安定性、高い耐環境安定性、およびより低い溶融粘度に関して配合されている。最終
的な特性は第二層403の有効特性である。有利には、また本明細書中でより詳細に述べる
ように第二層403のメルトフローインデックスは、製造のあいだ第一層402のメルトフロー
インデックスよりも少なくとも約10％大きい。
【００３５】
　別の実施形態例では第一層402はオレフィン反復単位を含む。ポリオレフィンは値段が
安く、かつすぐれた強度と表面特性を有する。本発明の別の実施形態では基板は酢酸セル
ロースを含む。具体例としてのポリマーには、ポリエステル（PETやPENなど）、ポリプロ
ピレンやポリエチレンなどのキャストポリオレフィン、ポリスチレン、酢酸エステル、お
よびビニルが挙げられる。
【００３６】
　熱可塑性樹脂は、安くかつ容易に加工されるので有用である。UV硬化材料は、その低い
耐環境安定性に苦しむことがあり、予成形基板上にコーティングする必要がある。製造の
複雑さに加えてUV被膜はカーリングおよび他の有害な局面の影響を受けやすい。
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【００３７】
　第二材料403は、第二層（例えば第二層206）またはある実施形態例によるスキン層を形
成する。第二材料は、その有利な製造の観点で、特にその押出の際の粘度で選択される。
この目的にとって周知の製作方法および得られる光学膜を苦しめる1つの問題点は、層全
体にわたって均一に高度に複製化された状態でパターン（例えば光学素子のパターン）を
形成できないことである。多くの既知の方法ではパターンの複製化のためにかなりの圧力
（例えば13.8 MPaから20.7 MPa）を加える必要がある。しかし既知の方法で用いられるこ
の大きな圧力は、そのパターンをもつ面全体にわたる不均一性および裏面での粗さをひき
起す。全体としてその有効な層の量は所望のものよりも少ない。さらにこれら高圧は、装
置400に関して修理の増加をひき起す。
【００３８】
　対照的に第二材料403の使用は、一方ですぐれたパターンを可能にしながら、ローラ404
および405によって加えられる圧力を既知の技術の引用した圧力と比較して幾つかの実施
形態では25％低下させることを可能にする。すなわち第二材料403は、押出温度における
その柔軟性のせいでより容易に成形加工できる。これは、頂部すなわちリッジなどの機構
と、上記で述べた層全体にわたる寸法および均一性を有する側面とをもたらす。さらにそ
の裏面すなわち平滑面（例えば301）は、再循環特性に悪影響を及ぼす恐れのある表面粗
さが比較的低い水準である。幾つかの実施形態ではこの平滑面の粗さが50ナノメートル未
満である。
【００３９】
　ある例示的実施形態では第二材料402は、第一材料403の光学的性質と実質的に同じ光学
的性質を有する。例えば第二材料402の屈折率は、第一材料の屈折率約±0.3に対して約±
0.1程度である。有効なためにはこの第一および第二層の屈折率は実質的に一致している
。以前に言及したようにこの屈折率の一致は、反射を減らすことによってLCパネルすなわ
ち結像面へ伝送される光の効率を向上させる。
【００４０】
　第二層の屈折率を第一層に合わせる一つの方法は、30ナノメートル未満の平均粒径を有
するTiO2粒子を含ませることである。このTiO2は、層403の押出に先立ってその場で合成
され、そのポリマー成分の屈折率を増すために利用される。
【００４１】
　バルクポリマー中によく分散したTiO2は、そのバルクポリマーの層と比較して高い透過
率、低い着色、および向上した高い屈折率を有するポリマーを製造することができること
を指摘しておく。ナノ粒子は、その光学素子の散乱特性を著しく変えることなく屈折率に
影響を及ぼすことができるのでその屈折率を有利に増加させる。具体例としてこのポリカ
ーボネートの場合、光学素子の屈折率はそのベースポリマーから最低でも約0.02変化する
。この屈折の増加はその光学素子の性能を向上させ、屈折率の0.02の増加でさえ光学的利
益を生む。有利には光学素子の屈折率を、そのベースポリマーから最低約0.1変化させる
。第二層に加えられるナノTiO2は、第一層の屈折率にほぼ合うように第二層の屈折率を調
整し、それによってこれら2層のインターフェイスにおけるあらゆる内面反射を最少にす
ることができる。
【００４２】
　光の向きを変え、再循環させることが望ましい用途、または反射および全内面反射が最
小限であるべき用途ではこの第一および第二材料の屈折率を合わせることが有効であるこ
とを指摘しておく。しかしこれら屈折率の実質的な合致は、これらすべての実施形態を支
えるのに必須ではない。すなわち、これら実施形態例の範囲内でこれら2層のインターフ
ェイスの屈折率にかなりの差があることは明らかである。もちろんこれら実施形態例の比
較的低圧の押出方法で形成される機構の高度の均一性と品質も同様にこれら高い屈折率差
の層を利するはずである。
【００４３】
　ある例示的実施形態では第二材料403は、第一材料402よりも少なくとも約10％程度大き
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いメルトフローインデックスを有する。このメルトフローインデックスは、ASTM D1238メ
ルトフロー標準規格により300℃で測定される。さらに第二材料403のメルトフローインデ
ックスは、同じ標準規格により測定される第一材料402のメルトフローインデックスより
も約200％から約300％大きくてもよい。一実施形態例では第二材料403は、おおよそのメ
ルトフローインデックスが約60 g／10分から約90 g／10分程度のメルトフローインデック
スを有するポリカーボネートの層である。具体例では第一層402は、約5 g／10分から約55
 g／10分のメルトフローインデックスを有するポリカーボネートである。
【００４４】
　ある例示的実施形態では第一材料402（したがって第一層205）の屈折率は、約1.59から
約1.69の間にある。察知できるように素子201の屈折率が大きいほど膜面の法線方向への
光の方向転換も大きい。
【００４５】
　図5は、別の例示的実施形態による光学素子501の断面図である。素子501は構造が前述
の素子201と事実上同一であり、したがってその構造および製作の多くの細部につては繰
り返さない。しかし層205および206は、形および機能が前述のものと異なる場合があるこ
とを指摘しておく。
【００４６】
　光学素子501は第一層205、第二層206、および以前に述べた例示の方法で押し出される
第三層502を含む。層502は、有利な化学的、光学的、電気的、または機械的性質を有する
別の光学層であってもよい。例えば層502は、それらの物理的または化学的性質、具体的
にはその膜またはデバイスの表面に沿ってその性質を変えるかまたは改良する層である。
このような層または被膜は、例えばスリップ剤、低接着の裏面材料、導電層、静電防止塗
料または膜、バリヤー層、難燃剤、UV安定剤、耐摩耗性材料、オプチカルコート、または
その膜またはデバイスの機械的完全性または強度を改良するように設計された基板を含む
。層502はまた、その形模様付きロールからの放出を改善し、それによってその光方向変
換膜の複製化および品質を改良するために利用することもできる。さらに層502は、静電
防止塗料または膜であることもできる。このような塗料または膜には、例えばV2O5および
スルホン酸の塩類、ポリマー類、炭素または他の導電性金属の層が挙げられる。
【００４７】
　さらに層502は、層205と206の間の接着を与えるために、あるいは他の機械的または光
学的目的を実現するためにこれら層間に存在してもよい。
【００４８】
　最後に多くの場合、光学素子として使用するのに望ましい材料は高価なことがあること
を指摘しておく。これら実施形態例の一つの有利な側面は、高価な材料の薄い層を備える
だけで所望の構造を形成することができることである。例えば層206は、層205と比較して
高価な材料でできていてもよい。したがってただ薄い層のみを必要とすることによりかな
りの節減を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】ある例示的実施形態によるバックライト・アセンブリを含むLCDの断面図である
。
【図２ａ】ある実施形態例による方向変換素子の斜視図である。
【図２ｂ】線2b－2bに沿って取った方向変換素子の断面図である。
【図３】ある実施形態例による方向変換層である。
【図４】ある実施形態例による視準層を形成するための装置の断面の略図である。
【図５】ある実施形態例による少なくとも１層の他の層を含む別の方向変換素子の断面図
である。
【符号の説明】
【００５０】
　100　　画像形成デバイス
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　101　　光源
　102　　光ガイド
　103　　反射層
　104　　ディフューザー
　105　　膜
　106　　LCパネル
　201　　光学素子
　202　　曲面
　203　　平面
　204　　リッジ
　205　　第一層
　206　　第二層
　207　　側面
　208　　偏光
　209　　光
　210　　ランド、幅
　211　　光
　300　　層
　301　　面
　302　　面
　400　　装置
　401　　ニップ
　402　　第一材料
　403　　第二材料
　404　　ローラ
　405　　第一ローラ
　406　　第二ローラ
　407　　層
　501　　素子
　502　　層
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